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供用開始から約40年以上経過している高速道路のリニューアル工事の一環で,鋼上部工の床
版取替え工事の工法検討を行ったものである.対象は，断面交通量32,000台の迂回可能な高
規格道路が他に存在しない重交通区間で,対面通行規制を伴う床版取替工事は渋滞の発生が大
きな課題となっている.重要物流道路として指定された高規格道路において,工事による対面
通行規制による交通影響検討を加味し,構造特性,施工性,経済性,維持管理性など総合的な観点
から技術的特徴,課題を整理し,評価を加えて,床版取替工事撤去・架設工法の選定,施工計画及
び構造上の対策検討を行い,構造的課題の抽出を実施した.
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１． 概要  
本検討は,供用開始から約 40 年以上経過している高速道路のリニューアル工事の概略検討の一環で,鋼上部

工の床版取替え工事の工法検討を行ったものである.床版取替工法を検討する橋梁の形式は,支間長 42m の鋼

単純合成鈑桁橋である.RC 床版からプレキャスト PC 床版に取り替える対象橋梁を図 1 に示す. 
対象は,断面交通量 32,000 台の重要物流道路として指定されている高規格道路で,迂回可能な高規格道路が

他に存在しない重交通区間で,対面通行規制を伴う床版取替工事では,渋滞が発生することから大きな課題と

なっている.本論文では,重要物流道路として指定された高規格道路において,工事による対面通行規制に伴う

渋滞による交通影響検討を加味し,構造特性,施工性,経済性など総合的な観点から技術的特徴,課題を整理し,
評価を加えて,床版取替工事撤去・架設工法の選定,施工計画及び構造上の対策検討を行い,構造的課題の抽出

を実施したのでここに報告する. 
 
 
 
 
 
 
２. 重交通区間における工法選定の目的と検討フロー 

高規格道路の床版取替工法選定の際には,施工区間の時間交通

量及び並行する他道路の交通状況,工事回避期間等の社会的影響

の条件確認を行い,LCC 縮減及び高耐久化に優れた構造選定及び

実現可能性,適用性の高い床版取替工法の選定の必要がある.よっ

て,図 2 の検討フローに示すように当該橋梁の床版取替工法比較案

の選定の際には,過去の交通量実績から工事期間等の社会的影響

の条件整理を行い,渋滞予測の検討,床版取替工法の比較検討及び

施工計画を実施した. 
３．交通渋滞予測と経済損失量の算出 

過去（新型コロナウイルス流行前年）の交通量実績から,対面通行規

制実施時に発生する高速道路本線上の渋滞の予測を行った.結果,交通

混雑期を除いた交通渋滞発生日は 83 日,渋滞長は最大で 22.44km とな

ることが予測された. 
加えて,渋滞発生時における想定される増加所要時間に渋滞中の走

行台数と時間価値原単位（円/分・台）を乗じて,渋滞による経済損失

額を算出した.なお,時間価値原単価は「費用便益分析マニュアル（令

和 5 年 12 月 国土交通省）」に掲載された値を用いた.その結果,多大な損失額が試算された.また,その他課題

としては,CO2 排出の増大及び緊急車両の通行や災害時の応急活動の阻害が懸念される. 
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【構造形式：鋼単純合成鈑桁橋,活荷重：TL-20,床版厚：t=200mm】 

 図２ 重交通区間における床版取替検討フロー 
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 図３ 渋滞損失時間の算定方法 

 図１ 検討対象：橋梁一般図及び標準断面図 

渋滞による経済損失額 = 渋滞による増加所要時間（分）×走行台数（台） 
×時間価値原単位（円/分・台） 
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４．床版取替工事撤去・架設工法の比較検討 
今回対象のように上下線 2 車線ずつの 4 車線の幅員構成において,下

り線の床版を取り替える場合は,下り線全面通行止めを行い,上り線側

で対面 2 車線を確保して施工するのが一般的である.しかし,工事に伴

い渋滞発生が予測されることから, 表 1 に示す工事の交通影響の回避

を目的に技術的特徴や課題を整理した評価指標により,①対面通行,②
③3 車線及び④4 車線確保する工法を比較検討した.結果,④4 車線確保

する 3 断面分割施工を選定した. 
 

 
 
 
 
 
 
５．多断面分割施工における構造上の対策検討 

前項のように 3 断面分割施工案を選定したが,分割施工を

成立させるためには, 供用中の床版を既設鋼桁が 1 本で支え

る構造となる. 鋼単純合成鈑桁橋の床版取替は,非合成桁橋に

比べて合成効果が必要であることからスタッドジベルの本数

が多い.そのため,PC 床版パネルを各施工時に緊張する場合,
構造安定性を保つために,PC 鋼材間隔が狭くなり干渉される

ため,スタッドジベルの配置が困難である.つまり, PC 鋼材に

よるタスキ掛けとした 3 断面分割施工が困難であった. 
よって,課題を回避するための検討を図 6 のとおり完成時

の PC 床版の構造体を含め,概略断面検討を実施した. 
結果,施工段階で PC 緊張の無い状態でも構造安定性を保つ

対策として G3 桁を挟むように補強横桁を設置し,床版を支え

る構造を提案した. 
６．今後検討すべき構造的課題の抽出 
1）既設鋼桁橋の復元設計による既設鋼材の補強量,構造部材の応力度,及び変位量を算出するため,格子解析モ

デルを作成し,仮設鋼桁補強材の重量及び設置位置等,施工時の検討をすることが必要である. 
2）更なる工期短縮と施工性の向上の観点より,迅速かつ急速施工を考慮したプレキャスト壁高欄等の検討及

び迂回路の計画を加味した詳細な撤去・架設施工計画が必要である. 
７．まとめ 
1）多断面分割施工の提案により,大規模な渋滞による経済損失量の軽減に加え,CO2 排出の削減及び緊急車両

の通行,災害時の応急活動や交通事故による通行止めのリスクを回避することができた. 
2）多断面分割施工における構造上の対策検討を行った結果, 施工時の不安定構造を回避した工法を提案する

ことができた. 
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①【全断面】（上り 1 車線確保,下り 1 車線確保） ②【半断面】（上り 2 車線確保,下り 1 車線確保） 

④【３断面】（上り 2 車線確保,下り 2 車線確保） ③【半断面】（上り 1 車線確保,下り 2 車線確保） 

既設鋼桁が１本で供用中の床版を支える構造 

 表１ 床版取替検討撤去架設工法比較検討 
施工能力 渋滞予測 施工期間 比較指標
施工日数 規制延長 工事費
施工機械 非駐設置 経済性
8枚/日 197日 8.5ヶ月 80/100
3日 10km 820.7

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ 不可 1.00
6枚/日 60日 9.5ヶ月 75/100
8日 7km 636.5

床版取替機 可 0.78
6枚/日 137日 9.5ヶ月 75/100
8日 7km 636.5

床版取替機 可 0.78
6枚/日 ０日 16.5ヶ月 85/100
12日 無 1082.4

床版取替機 可 1.32
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 図６ 横桁補強設置案 断面図 
G3 桁を挟むように補強横桁を設置 

 図４ PC 床版パネル多断面緊張計画案 側面図 

二期施工：交通解放前に PC 緊張 

三期施工：交通解放前に PC 緊張 

 図５ PC 床版パネル多断面緊張計画案 平面図 

PC 鋼材間隔＠184＜＠250 のため干渉する. 
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